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１０款 教育費 

※ 教育費については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項に規定する報告書を兼ねます。 

 

学び・楽しみ・交流する生涯学習のまちづくりを基本施策の大綱として、学校教育においては、２１世紀を主

体的に生きることができる知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな子どもたちの育成という観点に立ち、確かな

学力・豊かな人間性・健康と体力を柱とし、加えて地域力を活かして「生きる力」を育成するため、創意に満ち

た特色ある学校教育の推進、教職員の資質向上及び教育環境の整備・充実に努めた。 

また、市民が等しく学校教育や社会教育あるいはスポーツ・文化・レクリエーション・ボランティア活動などを

通じて、生涯にわたり学習できる社会の実現が重要となる中、多様化する現代社会を生きていくうえで必要な

知識や楽しみ、生きがいを見出すために、いつでも、どこでも、何でも学べる環境づくりに取り組むなど生涯学

習の基盤整備や各種施策の積極的な推進を図った。 
 

１０款 教育費 （１項）教育総務費 

 

豊かな人間性や基礎・基本を身につけさせ、未来を切り拓く力の育成を図るために、児童生徒の実態を踏

まえ、一人一人の能力を伸ばすための各種施策を展開した。 

特に、児童生徒自立支援事業指導員・相談員、スクールカウンセラー、教育相談員、特別支援教育支援員

やスクールソーシャルワーカーをはじめとする緊急雇用創出基金事業を活用した各種支援員など、積極的な

人的配置により、一人一人の教育的ニーズに応じた相談体制や学習・学校生活支援の充実を図った。 

 

○教育総務費の主な事業 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 幼稚園就園奨励事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
9,04７ 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

2,198    6,849 

事業内容 

 

区   分 対 象 事業費(円) 事 業 概 要 

幼稚園就園奨励費補助 91 人 8,642,200 

幼児教育の重要性に鑑み、家庭の所得に

応じて幼稚園児の保護者へ補助金を交付

した。 

幼稚園運営補助 ２園 404,000 
幼稚園の運営の円滑化及び幼児教育の

振興のため、幼稚園へ補助金を交付した。

○主要施策 

 幼稚園への就園奨励 

○成  果 

 保護者及び幼稚園の経済的負担を軽減することにより、幼児教育の振興を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 児童生徒自立支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
3,602 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

1,420 150   2,032 

事業内容 

 心理的・情緒的理由によって登校できない状態にある児童生徒に対して、個に応じた心の支援

や小集団での体験活動の場をとおして、自信や存在感を培うことにより、対人関係を改善すると

ともに、集団生活や学校生活への適応を図った。 
○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 
○成  果 

 他人とのつながりを拒否しがちな子どもたちも、指導員や友達からの声かけにより表情が明る

くなり、体験活動によって感動する心や思いやりの気持ちを育むことができた。 

事業名 スクールカウンセラー事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,627 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

 542   1,085 

事業内容 

 教育相談に関して専門的な知識・経験を有する者をカウンセラーとして配置し、学校におけるカウンセ

リング機能の充実を図った。 

 中学校 1 校、小学校７校兼務 １人配置 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 悩みや心配事のある子どもたちやその保護者、教職員に対して、助言や指導を与えることができた。 

事業名 教育相談員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
332 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

    332 

事業内容 

教育相談員  中学校 2 校兼務 1 人配置 

 生徒の様々な悩みを聞き、助言を行い、学校教育・家庭教育の充実を図った。 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 子どもたちが気軽に相談ができ、学校と家庭との連携も図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 外国青年招致事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
9,610 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

   218 9,392 

事業内容 

中学校の英語教育の充実を図るとともに、小学校の英語活動への派遣、地域レベルでの国際交流の

進展を図った。 

英語指導助手 西部中学校・東部中学校各１人配置 

○主要施策 

 ＡＬＴの積極的活用と国際理解教育の推進 

○成  果 

小中学生時にネイティブスピーカーによる指導を受けることは、外国語をより身近なものとし、語学習

得、国際理解への意欲を増進させることにつながった。 

事業名 特別支援学校等通学対策事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
322 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

    322 

事業内容 

特別支援学校等に在籍する児童生徒が帰省する際の補助を行い、特別支援教育の円滑な運営を図

った。 

特別支援学校児童生徒帰省旅費補助 121,948 円 

特別支援学校児童生徒送迎バス運行補助 200,000 円 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 子どもたちの帰省に伴う保護者の経済的負担を軽減することができた。 

事業名 特別支援教育支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
12,938 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

 2,576   10,362 

事業内容 

軽度発達障害など教育上特別の支援を必要とする児童生徒に対して、学習上又は生活上の困難を

克服するための教育を行うため、市内全小中学校に 9 人の支援員を配置した。 

平成 21 年度は緊急雇用創出事業により、3 人の支援員を追加配置した。 

○主要施策 

一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

市内全小中学校に 1 人ずつ、また緊急雇用創出事業による追加配置により、きめ細かな個別対応を

することが可能になり、学習効果を高めることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 フッ素洗口むし歯予防事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
97 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

    97 

事業内容 

 むし歯予防に高い成果をあげているフッ素洗口を行うことにより、全国及び佐賀県の平均に比べても高

いむし歯罹患率の減少を目指し、実施した。 

  フッ素洗口実施児童数  1,928 人  ※実施した児童の割合 95.5％ 

○主要施策 

 安全教育や食育を含めた健康教育の一層の推進と充実 

○成  果 

 むし歯予防への啓発を促し、永久歯のむし歯罹患率も減少傾向にある。 

事業名 スクールソーシャルワーカー活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
4,117 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

 4,117    

事業内容 

 教育・福祉の両面に関して知識と経験を有する者を活用して、いじめ・不登校などの問題を抱えた児

童・生徒への対応を図る。 

 H21 は緊急雇用創出事業を活用して、県事業でのスクールソーシャルワーカー配置校以外の 8 校に

各 1 名を配置した。 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 問題を抱えた児童・生徒に影響を及ぼしている、家庭・学校・地域環境への働きかけにより、不登校等

の状況が改善された。 

事業名 学習支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
5,217 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

 5,217    

事業内容 

 不登校傾向のある児童生徒や学級にうまく入れない児童生徒の学校生活上の支援など学校ごとに異

なる様々な事情に対処する。 

 H21 は緊急雇用創出事業を活用して、6 人を配置した。 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 教員を補助し、児童生徒を支援することで、全体的な学習効果の向上を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 心の支援員活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,075 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

 1,075    

事業内容 

 休み時間、部活動など小中学校の様々な学校生活の中で児童生徒たちと気軽に触れ合いをもちなが

ら、話し相手になり悩みの相談を受ける。 

 H21 は緊急雇用創出事業を活用して、市内中学校に 2 人を配置した。 

 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

生徒よりの相談員として、生徒の不安解消に当たるとともに、先生の立場では気づきにくい、いじめなど

生徒指導上の問題の早期発見・早期対処ができた。 

事業名 小学校英語活動支援員配置事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,495 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

 1,484   11 

事業内容 

 小学校英語活動は、平成２１年を目途に高学年で年間３５時間程度の授業実施に向けて推進が図ら

れているため、英語に堪能な人材を雇用する。 

 H21 は緊急雇用創出事業を活用して、1 人を雇用した。 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 英語に堪能な人材を雇用することにより、小学校教諭の負担軽減を図るとともに、英語活動の質を高め

ることができた。 
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１０款 教育費 （２項・３項）小学校費・中学校費 

次世代を担うたくましい児童生徒の育成のために、その基盤となる学力の向上及び心の教育の充実に向け

ての施策を展開した。 

さらに、福祉・環境・情報教育を推進し、現代社会に対応できる人材育成のための各種施策や総合的な学

習の時間などを利用して自ら学び考える力を伸ばし「生きる力」を育成する施策を推進した。 

また、ふるさと鹿島を愛し、郷土の人材を育成するための施策や学校施設の整備の充実など安全で快適な

教育環境づくりのための各種施策を展開した。 

○小学校費・中学校費の主な事業 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 
（小学校管理事業・中学校一般管理事業） 

教材等備品整備事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
19,190 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

   600 18,590 

事業内容 

教育環境の整備充実のため、小・中学校の各種備品の整備を行った。 

○備品整備状況                                            （単位：円） 

区 分 小学校 中学校 計 

１ 教材備品 5,683,425 3,459,510  9,142,935 

２ 一般備品 3,365,610 1,478,155  4,843,765 

３ 図書備品 3,257,869 1,944,977  5,202,846 

計 12,306,904 6,882,642  19,189,546 

○主要施策 

快適な教育環境づくり 

○成  果 

学校事務の共同実施による備品の共同購入により、効率的な予算の執行を行った。 

また、寄附金等を活用した図書の整備により学校図書館の充実が図られた。 

事業名 
（小学校管理事業・中学校一般管理事業） 

学力向上対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
2,630 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

    2,630 

事業内容 

学習意欲の向上を図り、学習の基礎の確実な定着、個性と能力に応じた自己教育力の育成を図っ

た。 

   ・小学校 1,777,000 円   ・中学校 853,000 円 

○主要施策 

 学習形態の工夫と指導方法及び指導体制の改善・充実 

○成  果 

 学力検査等に関する市内の実態報告や各学校の取り組み状況について協議や意見交換を行い、全

職員が同じスタンスで取り組むことができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 
（教育振興費） 

就学援助事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
15,564 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

409    15,155 

事業内容 

経済的理由により、就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（要保護・準要保護就

学援助費）を行った。 

小学校 122 人 6,907,839 円 

中学校 81 人 7,625,232 円 

特別支援学級に通学する児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（特別支援教育就学奨励

費）を行った。 

小学校 24 人 732,085 円 

中学校 7 人 298,624 円 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 保護者の経済的な負担を軽減することにより、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 

事業名 
（教育振興費） 

遠距離通学児童生徒対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
2,721 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

    2,721 

事業内容 

遠距離通学をする児童生徒の保護者に対して、通学方法に応じた補助金を交付した。 

小学校 75 人 669,773 円 

中学校 88 人 2,050,284 円 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 保護者の経済的負担を軽減し、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 

事業名 
（教育振興費） 

「こころを育む」推進事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
1,800 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

    1,800 

事業内容 

動植物の飼育栽培、校内の環境整備、文化的事業やその他の体験活動を行うことにより、豊かな情

操と教養の習得を図った。 

・小学校 1,400,000 円   ・中学校 400,000 円 

○主要施策 

 福祉教育・情報教育・道徳教育・豊かな心を育む教育の推進 

○成  果 

 友達、動物、植物との触れ合いや、様々な体験活動によって、思いやりの心や感動する心を育むこと

ができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 
（教育振興費） 

福祉教育研究実践委託事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
550 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

    550 

事業内容 

鹿島市福祉教育に関する条例に基づき、感性豊かな小中

学生の時期に地域においてボランティア活動を行い、地域に

貢献する温かい人間性豊かな人への成長を図る。 

・小学校 350,000 円   ・中学校 200,000 円 

○主要施策    

福祉教育・情報教育・道徳教育・豊かな心を育む教育の推

進 

○成  果 

 各学校で様々な取組がなされた。 

 活動後に感謝の言葉をもらい、人の役にたつことができた喜

びを感じたり、いろんな立場の人の気持ちを考えられるように

なり、思いやりの気持ちも高めることができた。  

○福祉教育    

事業名 ふるさと人材育成支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
2,900 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

   2,900  

事業内容 

鹿島市ふるさと人材育成支援基金条例に基づき、小中学生

を対象として、活力ある地域づくりのためにふるさとの多様な

自然・歴史・伝統文化・産業等を活かした人材育成事業を行

う。 

・小学校 2,100,000 円   ・中学校 800,000 円 

○主要施策    

福祉教育・情報教育・道徳教育・豊かな心を育む教育の推

進 

○成  果 

地域の産業に触れ職業人の話を聞くなどしたことで、ものづ

くりにつながる学習への興味・関心を高めることができた。 

○ふるさと人材育成支援事業 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 小中学校施設整備事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
84,451 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

67,020    17,431 

事業内容 

学校から要望があった施設改善のための工事箇所を確認し、危険性の高い箇所や老朽化が著しい施

設等の修繕や工事を行い教育環境の改善に努めた。 

○事業内訳 

学 校 名 事業費（千円） 事 業 概 要 

1 鹿島小学校 429 ﾌﾟｰﾙろ過ｴﾚﾒﾝﾄ修繕 ほか 

2 能古見小学校 
4,095 ﾌﾟｰﾙろ過装置改修工事 

1,454 受水ﾀﾝｸﾌｪﾝｽ工事 ほか 

3 古枝小学校 505 音楽室天井補修工事 ほか 

4 浜小学校 437 屋外ﾄｲﾚ汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ取替工事 ほか 

5 北鹿島小学校 721 高圧受変電設備改修工事 ほか 

6 七浦小学校 748 校舎北側ﾌｪﾝｽ工事 ほか 

7 明倫小学校 805 遊具解体工事 ほか 

8 西部中学校 
4,148 屋外便所改築工事 

1,355 電話設備改修工事 ほか 

9 東部中学校 
55,913 ﾌﾟｰﾙ改修工事 

1,556 体育館ｺﾝｾﾝﾄ増設工事 ほか 

10 小学校・中学校 全体 12,285 焼却炉解体工事（鹿島小学校除く） 

○主要施策 

学校施設の耐震化、快適な教育環境づくり 

○成  果 

高額な修繕・工事は実施計画に盛り込みながら、児童生徒たちがすごしやすい教育環境を整えること

ができた。 

○東部中学校プール改修工事 ○西部中学校屋外トイレ改築工事 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 小学校耐震補強事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
11,582 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

11,104    478 

事業内容 

浜小学校体育館の耐震補強工事を行った。 

桁行・梁間にブレスを補強することにより耐震性能が向上し

た。また、築３８年が経過し、内装・外装等が劣化していたので、

耐震補強工事と合わせ、外壁モルタル浮き部分の改善、床の研

磨、電気設備のリニューアルを行う事業を実施した。 

○事業費内訳 

№ 項  目 事業費(千円) 

１ 建築主体 11,025  

２ 監理業務委託 557  

 計 11,582 

○主要施策 

学校施設の耐震化、快適な教育環境づくり 

○成  果 

 本工事で補強ブレスの取り付け、外壁モルタルの浮き及びクラ

ック補修、床の研磨及びコートライン塗替え、照明器具の新規取

替え等の改修を行い、衛生的に健全で快適な教育環境となっ

た。 

 

事業名 鹿島小学校改築事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係

費 目 学校建設費 

事業費 

（千円） 
84,499 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

45,186  15,200  24,113 

事業内容 

鹿島小学校北校舎改築工事については平成２１年度及び平

成２２年度の 2 カ年で事業を行っている。 

旧北校舎については、築年４８年を経過し建物自体老朽化

し、耐震性能についても、基準を満たしていない。築年・構造・

コンクリート強度等を勘案し、改築を行っている。 

平成２１年度事業については、旧北校舎を解体し、新校舎の

基礎及び２階床スラブ立ち上げまでを行った。 

○事業費内訳 

№ 項  目 事業費(千円) 

１ 外構１期 808 

２ 北校舎解体前盛替電気設備 1,846 

３ 北校舎解体 20,790 

４ 建築主体     57,008 

５ 電気設備 890 

６ 機械設備 1,434 

７ 監理業務委託 1,723 

 計 84,499 

○主要施策 

学校施設の耐震化、快適な教育環境づくり 
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１０款 教育費 （４項）社会教育費 

学び、楽しみ、交流する生涯学習のまちづくりのため、平成２１年度から指定管理制度を導入した

鹿島市生涯学習センター「エイブル」をはじめ各地区公民館や自治公民館等を拠点に、広く市民への

学習機会を提供し、地域住民の連帯を高め、生涯学習に対する環境づくりに努めた。また、次代を担

う青少年の育成を図るため、青少年体験活動事業「鹿島ドリームシップ」やジュニアリーダーによる

「わんぱくスクール」の開催によりさまざまな自然体験や経験ができる機会をつくった。 
一方、文化財においては、市指定文化財「筒口山下の中世石塔群」の調査を行うほか、緊急雇用促進事

業による文化財資料等調査・収集・整理作業、常広城跡の報告書の作成等の文化財保護事業を行った。 
社会同和教育事業においては、人権・同和問題の理解と認識を深めてもらうため、市民への啓発活

動や各種学習会を行った。市民図書館事業では、利用者のニーズに応えた様々なサービスの提供と企

画事業の充実を図り、親しみや興味・関心を持って気軽に立ち寄れる図書館づくりに努めた。 

○社会教育費の主な事業 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 少年教育事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
536 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

 346   190 

事業内容 

○わんぱくスクール                ２３千円 

小学校４～６年生を対象とし、ジュニアリーダー

などの講師により各種体験活動を提供。 延べ８８

人が参加し、屋外レクリエーションや小物づくりな

どを実施した。 

 

 

○エイブル・地区体育館開放事業     ２８６千

円 

エイブルの開館日、体育館は５月～翌年３月ま

での平日午後３時～５時までを子どもの居場所づ

くりとして無料開放し、子ども達へ安全な遊び場を

提供した。 

・エイブル       延べ  ７,９６６人利用 

・北鹿島体育館   延べ    ６７９人利用 

・臥竜ケ岡体育館  延べ   ６０４人利用 
 

○鹿島市放課後子どもプラン運営委員会 

                          １３５千円 

市内青少年関係団体による会議を開催(年 2 回)。   

放課後の子どもの安全で安心な活動場所を確保し、

放課後対策についての意見交換を行った。 

○ヒカルの碁鹿島スクール           ９２千円 

６月～３月の第１・３土曜日を中心に計２１回開催、

玄々社・ボランティア講師の指導により、小学生３３人

延べ４５０人が囲碁の楽しみ、礼儀作法を学んだ。 

 

○主要施策 

・大人とのふれあいや他地区児童との交流 

・青少年育成及び活動支援 

・放課後子ども教室、子どもの居場所づくり  

○成 果 

小学生を対象に、自然体験・レクレーション活動に

より放課後児童対策等の拡充を図ることができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）   平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 青少年教育事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
2,701 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

   1,005 1,696 

事業内容 

○第２５回鹿島ドリームシップ事業補助金 

１，１５９千円 

８／25（火）から 28（金）にかけて小・中学生３５人、

スタッフ１１人が参加。沖縄にて平和研修（慰霊祭、

ガマ体験など）や海洋研修、地元小学校との交流を

行った。 

 

              (ガマ体験) 
○インリーダー研修会            １９２千円 

市内各地区小学生の部落長、副部落長９９人が

参加し、子ども会役員及びジュニアリーダー等２１人

が指導。基本的な集団活動の研修を行った。 

 

 

○青少年育成市民会議 補助金     ２５０千円 

地域社会の担い手となる青少年の指導育成や、

非行防止のため青少年育成団体、関係機関及び青

少年育成指導者等の協力により、青少年健全育成

大会(第１１回少年の夢発表会)、親子アニメ映画館

の開催や地域環境点検活動など青少年健全育成

活動を展開した。  

○市子ども会連絡協議会体育・文化事業補助金 

  １００千円

 

市子ども会活動として 8／2(日)に球技大会、 

10／1（木）～8(木)に夏休み作品展を開催した。 

 

 

○青少年海外派遣事業交付金    １，０００千円 

小学生９人、スタッフ４人が参加。韓国釜山の「ハ

ムジゴル修練館」で現地小学生との交流などを行っ

た。 

 

○主要施策 

・青少年自然体験活動、海外派遣交流の推進 

・市青少年育成市民会議や地区民会議との連携  

・市子ども会の事業活動支援と育成者の養成 

・市内各小学校児童のリーダー養成 

・青少年育成及び諸活動団体の育成支援 

・青少年ボランティアクラブの育成と活動支援 

 

○成 果 

市外の小学生との交流などを通じて、子どもたち

に自然や地域社会のなかで様々な体験や経験が

できる場をつくることができ、次世代を担う青少年の

育成に資することができた。 

市子ども会の活動や地域行事への参加により子

どもの自主性と豊かな創造性を育み、地域コミュニ

ティの充実が図られた。 
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○社会教育費の主な事業（続き） 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 社会教育事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
738 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

    738 

事業内容 

○「第５６回成人式」開催             ２８７千円

１／１０（日） 新成人４５３人該当、３６４人参加 

 

 

○高齢者教室                   ４０千円 

各地区老人クラブからの申込みにより、定例会

等を利用し、「老いを生きる」「健康生活」などのテ

ーマに７２講座２,９０３人が受講した。 

○「第１８回盛年の集い」開催         ２１１千円 

２／１４（日） ６５歳該当者３４３人中、１１８人参加 

 

 

○「第２４回鹿島市みんなの集い」事業補助金 

２００千円 

３／１４(日)開催 入場者(チケット購入)１,００５人 

ふるさと料理人「藤 清光先生」による記念講演や 

医学講座、ステージ発表を行った。 

 

○主要施策 

・市民の健康で文化的な生きがいづくりの支援 

・各加入団体の活動発表、作品の展示、即売など

により市民相互の理解と資質向上が図られた。 

○成 果 

年齢各層の交流が深められ、団体・サークルの活

動充実と人づくりに努めた。 

事業名 社会教育事業委託・補助 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
2,700 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

   1,100 1,600 

事業内容 

○芸術文化振興事業委託金（鹿島市文化連盟） 

６００千円 

 

○田澤記念館運営事業補助金     １,０００千円 

○田澤記念館振興事業交付金    １,１００千円 

○主要施策 

・文化団体、地域文化継承団体の育成支援 

・青少年教育及び諸活動団体の育成支援 

○成 果 

市民の芸術・文化に対する意識の向上、青少年教

育活動の支援が図られた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                      平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 男女共同参画社会づくり事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
60 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    60 

事業内容 

○男女共同参画づくり講座                ６０千円 

(１)１２／５(土) 親子で学ぶ環境にやさしいお掃除講座 

       （１７人参加） 

(２)１／１５(金) おいしいコーヒーの入れ方講座 (３０人参加)

(３)１／２３(土) ひとり暮らしも応援、料理教室＆家事の話 

(１８人参加) 

   

○ワーク・ライフ・バランス職員研修会 (２００人参加) 

１／２０（水）開催  講師 大草秀章 (アバンセ館長) 

演題 「ワーク･ライフ･バランスと地域づくり」  

○主要施策 

・男女共同参画社会づくりの意識向上、学習機会の提供 

○成 果 

講座の開催や講演会を通じてワークライフバランスの認識を深めるとともに、「男女共同参画社会づく

り」の意識づけの場を提供することができた。 

事業名 中央公民館事業 
所管課 生涯学習課 中央公民館 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
65,954 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,200 63,754 

事業内容 

 平成２０年度から地区公民館に指定管理制度を導入し、相互の連携を図るため「鹿島市公民館連絡協議

会」を年４回開催し、公民館事業・経理業務等についての連絡調整を図った。 

 

○地区公民館指定管理委託〈57,592 千円〉 

№ 公  民  館  名 委託料〈千円〉 委 託 団 体 名 

1 鹿島公民館 7,617 鹿島公民館運営協議会 

2 能古見公民館・のごみふれあい楽習館 12,896 能古見地区振興会 

3 古枝公民館 8,955 古枝地区振興会 

4 浜公民館・臥竜ヶ岡体育館 9,722 浜町振興会 

5 北鹿島公民館 8,998 北鹿島地区振興協議会 

6 七浦公民館 9,404 七浦地区振興会 

 

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援など 

・自治公民館単位でのコミュニティ活動の推進と支援 

○成 果 

地区公民館の主体的な事業活動の支援、指導、助言や自治公民館の整備について補助を行った。 
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○社会教育費の主な事業（続き）   平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 文化財保護対策事業 
所管課 生涯学習課 文化係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
6,313 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

3,264 1,634   1,415 

事業内容 

○市指定文化財「筒口山下の中世石塔群」の調査

（1,634 千円） 

  中山間地事業（筒口地区道路拡幅）に関連し、

市の文化財に指定している「筒口山下の中世石塔

群」が事業区域内にあるため、石塔群の現状の測

量調査を行った。また石塔群は土地所有者によっ

て、蓮厳院墓地敷地内に移設を行った。 

 

○市内埋蔵文化財試掘・確認調査事業(１５件)

（242 千円） 

市内の各種開発行為に先立ち、埋蔵文化財保

護のための事前調査を実施した。 

○「鹿島市文化財調査報告書第 18 集 常広城跡」

の発行（300 千円） 

○シンポジウム「再検証・鹿島の藩城～常広城と鹿

島新城」の開催 

平成 21 年 11 月 28 日 エイブルホール開催 

聴衆約 150 名 

県や市の研究者が常広城跡及び鹿島城跡で実施

した調査成果を報告。謎に包まれていた城郭規模

や築城の経緯などの両城の実像を報告した。 

○文化財案内看板の修理（179 千円） 

 市指定文化財中尾天満宮及び旭ヶ岡公園野外博

物館の説明版の修理（野外博物館の修理予算はま

ちなみ建設課で支出） 

○緊急雇用促進事業による文化財資料等調査・収

集・整理作業（3,26４千円） 

  緊急雇用促進事業により、市内の古文書の調

査、民俗資料館資料の整理、市民の方からの寄贈

資料の整理等の作業を行った。  

 

○文化財保護審議会(2 回)・文化財管理補助金(5

件)・文化財防火デー(浜 泰智寺)・施設維持・マ

ップケース、デジタルカメラの購入・各種負担金・

その他   

 （334 千円） 

 

○主要施策 

・文化財の保護と活用・内外に誇れる「かしま」の地域文化や文化財の選定、顕彰、保存育成と活用 

・民俗芸能・伝統工芸の保存及び継承支援・芸術文化の学習機会や鑑賞の機会の拡充 

・開発と文化財の保護の調整を行い、重要な文化財の保護の実施 

・緊急雇用促進事業の活用により、市の新たな文化財の掘り起こしと既存の資料の整理作業の実施 

○成 果 

常広城及び鹿島城の再検証を行うことにより、鹿島の重要な遺跡である両城の実体を明らかにすること

ができた。また雇用促進事業の活用により、市の様々な資料の掘り起こし等を実施し、鹿島の歴史の検証

に新たな資料を提供することができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き） 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 
伝統的建造物群保存事業 

（肥前浜宿継場管理事業） 

所管課 生涯学習課 文化係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
1,404 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

    1,404 

事業内容 

○肥前浜宿継場の指定管理委託   1,337 千円

継場の管理運営を、特定非営利活動法人水とま

ちなみの会に委託し、開館業務や管理運営業務な

どにあたってもらっている。 
○土地賃借料及・剪定作業委託料)   67 千円

○主要施策 

・文化財の保護と活用 

・歴史資源を活用した観光の推進 

○成 果 

文化財施設をまちづくりの拠点、観光情報・案内拠

点としての活用ができた。 

事業名 伝統的建造物群保存地区対策事業 
所管課 建設環境部まちなみ建設課 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 92,236 財
源 

国 県 市債(借入金) その他 一般財源

35,868 18,426  37,942

事業内容 

浜・大村方に広がる国の「重要伝統的建造物群保存地区」保存活用に向けて、建物修理助成

ならびに防災設備工事等を展開した。また、ふるさと雇用再生基金事業を活用し、歴史的町並

みの活性化と、交流人口の増加に取り組んだ。 

○事業内訳 

内  容 事業費（千円） 備  考 

建築基準法緩和条例及び防災実施計画策定ほか 4,546 条例・計画作成 

茅葺町家修理に伴う防災設備工事 10,616 散水設備 ５棟 

防災施設等設置工事に伴う土地代    1,016 防火受水槽用地 

伝統的建築物修理助成ほか 61,445 修理 ４棟 

伝統的建造物群保存地区対策事業事務費    3,703 (報酬、報償費、旅費ほか)

○事業内訳（ふるさと雇用再生基金事業） 

内  容 事業費（千円） 備  考 

肥前浜宿まちづくり活動事業 4,048 ２名雇用 

肥前浜宿まちおこしイベント運営事業 2,020 １名雇用 

肥前浜宿ふるさと産地直売所「空き家」活用事業 4,842 ４名雇用 
 

茅葺家屋修理 肥前浜宿ふるさと直売所(いきいき館) 
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○社会教育費の主な事業（続き）   平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 社会同和教育事業 
所管課 生涯学習課 社会同和教育係 

費 目 社会同和教育費 

事業費 

（千円） 
3,200 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,018   2,182 

事業内容 

○社会同和教育啓発事業   ２，５８８千円 

・児童・生徒へ作文・マンガ・標語の募集と表彰

応募数４，２４１点 

（作文１，１３２、標語２，５０９、マンガ６００） 

・人権学習会の開催７回（３２４人） 

・北鹿島地区人権・同和問題懇談会の開催 

 ５回（１７０人） 

･市職員対象の人権・同和問題研修会開催 

・市報に「ひろげよう人権の輪」を毎月掲載 

 

○主要施策 

・人権啓発活動の推進 

・学校及び社会同和教育の推進 

○成 果 

学校・地域等で人権作品の取組みや学習会、研修

会、懇談会への参加により、人権・同和問題の理解と

認識を深めてもらうことができた。 

 

 

 

事業名 生涯学習センター管理事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 生涯学習推進費 

事業費 

（千円） 
87,730 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    87,730 

事業内容 

○生涯学習推進費                           ○平成２１年度生涯学習センター利用状況 

項   目 決算額(千円) 施設名 利用者(人) 月あたり(人)

生涯学習センター指定管理委託料 85,995 ホール 22,055 1,838

〃    需用費（修繕料） 964 研修室 15,163 1,264

備品購入費 771 その他利用 34,467 2,872

合     計 87,730 合  計 71,685 5,974

 
○主要施策 

・えいぶる事業(８公演) 入場者数 ５,３１５人 

・エイブル倶楽部 ６２講座(４２種類)  受講者数 延べ４,３３６人 
・床の間コーナー展示事業 (７回) 

「田澤義鋪展」（H21.3／1～4／30）   「黄檗宗の古文書、所蔵品の展示」(5／9～6／28) 

「鹿島錦展」(7／2～8／27)           「金子剛展～植物シリーズ～」(9／6～10／29) 

「常広城と鹿島新城展～発掘調査展～」（11／7～12／26）  

「熊本義泰展～まちなみスケッチ～」（1／6～2／26） 

「西岡家寄贈作品展～発見された鹿島鍋島家文書」（3／2～4／29） 

 

○成 果 

   市民へ生涯学習に関する学ぶ機会を提供し、文化・芸術情報を発信するとともに館内の 
床の間コーナーを利用して鹿島のすばらしい人やもの(伝統・文化を含む)の展示を行い、 

広く紹介した。市民が主体となって自主的に企画し、人づくり、地域づくりに寄与した。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                         平成２１年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 市民図書館事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 図書館費 

事業費 

（千円） 
67,699 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   89 67,610 

事業内容 

○図書館費                                ○平成２１年度市民図書館利用状況 

項   目 決算額(千円) 項   目 総  数 １日平均 

図書館指定管理委託料 52,571 入館者数 161,722 573

報酬、職員手当等 15,039 貸出人数 68,549 243

図書資料購入費 89 貸出冊数 304,589 1,080

合    計 67,699 開館日数    282 日 

 

○主要施策 

・利用者の要求に応じた図書、視聴覚資料などの充実及び提供 

・児童等に対する読書推進と利用促進 

○成 果 

図書館ホームページの拡大と充実が図り、図書館企画の紹介、新着本の検索システムなどの 

利便性を高めた。また、幼児を含む子どもの読書推進を行い、楽しみながら本に接する機会づく 

りに努めた。 

 

 

 



 - 118 -

１０款 教育費  （５項）保健体育費 

保健体育振興事業としては、総合型地域スポーツクラブ「スポーツライフ・鹿島」（会員数３１８人）で体験

教室やクラブ員交流事業により会員発掘や周知をし、各種スポーツ事業等で健康維持のための体を動か

す機会とスポーツの楽しみを提供することができた。 

 体育施設管理事業としては、国の経済対策臨時交付金等を活用し、七浦海浜スポーツ公園プール鉄骨部

分及び底面補修・塗装工事や蟻尾山公園陸上競技場トラック補修工事等に取り組んだ。 

 

 ○保健体育費の主な事業 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 スポーツ推進事業 
所管課 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
1,405 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   893 512 

事業内容 

○体育指導委員育成事業   １，１１２千円 

鹿島市体育指導委員２０名の育成により、市のスポーツ振興や地区・各種目団体への指導を行ない、

総合型地域スポーツクラブでの｢木楽・気楽健康クラブ｣を継続している。 

○各種スポーツ推進事業   ９３千円 

ミニバレーボールリーグ戦、桜まつり少年相撲大会、壮年ナイターソフトボール大会 

○保健体育推進事業   ２００千円 

 スポーツ振興審議会委員報酬、各種負担金・補助、会費ほか 

○主要施策 

・スポーツの生活化及び、子どもから高齢者までの生涯スポーツの推進 

・スポーツクラブ・総合型地域スポーツクラブ(子どもの居場所作りを含む)の育成強化と各種目団体に

おける競技力の向上 

・スポーツ指導者の充実と活用 

○成 果 

健康のため、楽しむためのスポーツを各種スポーツ推進事業と総合型地域スポーツクラブが推進。運

営委員から新たなスポーツ指導者が育成されている。 

事業名 市立学校体育施設開放事業 
所管課 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
450 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   450  

事業内容 

市内の９小・中学校の体育館を、市民へ夜間開放している。 

○主要施策 

スポーツの生活化及び、子どもから高齢者までの生涯スポーツの推進 

○成 果 

学校施設を有効に活用し、日常のスポーツニーズに対応できた。 
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○保健体育費の主な事業（続き）   平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 スポーツ組織等の強化育成事業 
所管課 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
2,337 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   544 1,793 

事業内容 

○(財)鹿島市体育協会補助金等   ２，１００千円 

  ・協会事業補助金（９５０千円）   

  ・県民体育大会業務委託（８５０千円）  

  ・スポーツ振興事業交付金 ３００千円 

 (株)東亜工機他より寄附 

○全国大会、九州大会出場補助金   ２３７千円 

○主要施策 

・スポーツの生活化、子どもから高齢者までの生涯スポーツの推進 

・スポーツクラブ・総合型地域スポーツクラブ(子どもの居場所作りを含む)の育成強化と各種目団体に

おける競技力の向上 

○成 果 

子どもから高齢者まで各団体階層で競技スポーツも向上している。 
 

事業名 体育施設管理事業 
所管課 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 体育施設管理費 

事業費 

（千円） 
110,117 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

28,000 3,627  6,952 71,538 

事業内容 

○事業内訳 

№ 事 業 名 事業費（借入金） 事 業 概 要 

１ 体育館及び広場管理事業 18,009

○体育館及び広場管理事業  16,416 千円 

  ・市民体育館他管理委託料 3,228 千円 

  ・市民体育館耐震診断委託料 3,412 千円

  ・地区体育館安全マット改修 3,045 千円 

  ・緊急雇用対策事業     3,627 千円 

○林業体育館管理事業   1,593 千円 

  ・屋根改修工事他     588 千円 

２ 
七浦海浜スポーツ公園管理事

業 
26,127

○七浦海浜スポーツ公園特定施設管理運営 

（市体育協会に委託） 1,530 千円 

○体育館屋根改修工事（繰越分） 8,400 千円

○プール鉄骨・底面塗装工事 11,655 千円 

３ 蟻尾山公園管理事業 59,182

○蟻尾山公園指定管理委託(市体育協会へ)

50,152 千円 

○陸上競技場トラック補修工事 6,300 千円 

４ 北公園テニスコート管理事業 6,799
○北公園管理業務委託 （シルバー人材セン

ターへ）  3,945 千円 

○主要施策 

 ・スポーツ施設の維持管理と修繕改修工事を実施し、効率的利活用を行った。 

○成 果 

 住民ニーズに対応した維持管理が進み、効率的に活用することができた。 
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○保健体育費の主な事業（続き）                 平成２１年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 学校給食運営事業 
所管課 教育委員会教育総務課学校給食センター

費 目 学校給食費 

事業費 
（千円） 163,121 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

18,000 801 144,320

○事業内容 

学校給食は共同調理場方式で、１９５日の完全給食を実施した。 
  小学校 ９校（うち分校２校） ２，０１８食 

中学校 ２校         １，０４５食 
その他 （学校職員ほか）     ２６２食 

    計             ３，３２５食 
米飯給食においては、平成１８年１１月から 100%鹿島産米の 

給食を行っている。また、平成２１年４月から米飯を週１回増や 
し、米飯週４回（月水木金）、パン週１回（火）とした。 
給食センターの事業としては、小中学生対象の親子料理教室を 

実施した。親子 20 組と調理員・栄養士の参加により、調理実習や 
朝ごはんゲームを通して、楽しみながら食の大切さを感じてもらえた。 

施設面では、平成２０年８月に第１調理場の整備・改築や検収室の新設、下処理室の改築等を行

い作業能率のアップと食中毒の防止対策など衛生管理の徹底を図ったが、平成２１年度は経済危機

対策臨時交付金により厨房機器等の更新を行い、設備を充実させた。 
 

学校給食運営事業１６３，１２１千円 
（給食を作るための経費、材料費を除く） 

○親子料理教室 ○更新した厨房機器（焼物機） 

  

 

内訳 人件費        １００，８３０千円 
パート調理員等賃金   １３，１１８千円 

消耗品(洗浄用洗剤他)     ３，０１６千円 
燃料費(ガス、ガソリン他)   ７，４６９千円 
光熱水費(電気、水道)     ５，９６０千円 
修繕料(調理器具・機械)    ３，０９３千円 
役務費(汚泥処理費他)     １，５１３千円 
委託料(厨房施設害虫駆除他)  １，９２９千円 
備品購入費(フライヤー他)   ２５，８０４千円 
その他の費用           ３８９千円 

主要施策 

望ましい食習慣の育成と魅力ある学校

給食の推進 
成  果 

郷土食や地域の産物を取り入れた献立、

バイキング給食、各学校のアンコール食等

バラエティに富んだ給食を提供した。ま

た、親子料理教室や学校での訪問授業の場

を使って家庭での食事の取り方等をも指

導する食育教育を推進することにより、バ

ランスのとれた望ましい食習慣の定着を

図ることができた。 

○給食センター見学 




